
自ら進んで行動する

見返りを求めない

ともに支え合い、学び合う

よりよい社会をつくる
クイズ解答：問１×、問２×、問３○

クイズを通してボランティアの“４つの原則”について学びました。

ボランティア○×クイズの様子
★クイズの一部を紹介します。

問１　ボランティア活動を行うのは日本人だけである。
問２　ボランティアは他の人から頼まれたり、言われて行うこともボランティアと言える。
問３　『ボランティア休暇』といってボランティアを行うために特別に休みを取れる会社　 

　がある。

ボランティア活動
4つの原則
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発　　行
南越前町ボランティアセンター

夏休みボランティアスクール開催　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【答えは右下に掲載】

　夏休み期間中に町内小学校区ごとに小学校高学年の児童と、地域ボランティア、南越前
町ボランティアセンター運営委員の方々が集い、ボランティアスクールを開催しました。こ
の事業は、子ども達にボランティア活動への理解を深めることを目的として毎年行われ、今
年度は、クイズ形式で『ボランティア活動』について楽しく学習しました。



南越前町ボランティアセンター
運営委員会が開催されました。

ボランティア講座
～リサイクル工作活動～

　１９８５年東京生まれ。５歳のとき、母 泰子 氏に師事し、
書道を始める。２０歳、銀座書廊での個展開催をきっかけに、
ダウン症の天才書家として、テレビや雑誌など各方面で話
題を集めている。
　生まれてきた命の尊さを感じ、「ともに生きること」や

「幸せ」、「ノーマライゼーション」とは何かを考え、人と
人との支え合いの姿を探ります。

　金澤翔子氏の母。書家の柳田泰雲・泰山氏に師事。１９８５
年６月翔子氏誕生。１９９０年、東京・大田区に「久が原書道教
室」を開設。
　ダウン症の子の親であり、書道の指導者でもあった母 
泰子氏はどのように娘　翔子氏と向き合い、彼女の生き方
にどう寄り添ったか、その思いを伺います。

■期日：平成２５年１１月２日（土）
■場所：福井県生活学習館（ユー・アイふくい）多目的ホール
■日程：

■参加費：無料
■送　迎：町内からの送迎バスがあります。（お問い合わせください）
■その他：当日、会場では「ふくいつながりフォーラム２０１３」として、エコキャップアートコンテスト　 

　や県内特別支援学校作品展、セルプ振興センター物品販売会なども企画されています。
■申込み：下記ボランティアセンターまで

ボランティアセンター運営委員募集！（若干名）

　年齢・ボランティア経験を問わず、ボランティアに関心のあ
る方！
　一緒に地域のボランティアについて考えてみませんか。

受付
表彰式典

休憩
席上揮ごう 記念講演 エコキャップ

アートコンテスト
表彰式

表彰・来賓祝辞
大会宣言等

【書の実演】
金澤　翔子 氏

【講師】
金澤　泰子 氏

12：00 13：00 14：00 14：15 15：45 16：15

　◉ボランティア活動に関するお問い合わせ・申し込みは…

南越前町ボランティアセンター　☎４７－３７６７
今庄ボランティアステーション　☎４５－１１７５
河野ボランティアステーション　☎４８－２２６０

開設日／月～金（祝祭日を除く）

開設時間／８：３０～１７：３０

□登録状況：個人50名　団体３６団体

席上揮ごう　書の実演　金澤 翔子 氏（書家） 記念講演「ダウン症の子を育てて学んだこと」
　　　　　　　　　　　金澤 泰子 氏（書家）

　ボランティアセンター運営委員会では、地域のボランティ
ア活動の推進に向けて活動の幅を広げ、内容を充実、活性
化するために協議・検討、さらに実践活動を行っています。

　特別な材料を使わずに、簡単に遊べるおもちゃを制
作します。作ったおもちゃをきっかけに、今後のボラン
ティア活動に活かせてみませんか。

●日時 ： 平成２５年１１月９日（土） １０：00〜１２：00
●場所 ： 南条保健福祉センター
●内容 ： １枚の牛乳パックから５つの遊びができる工作
●講師 ： 福井県児童館連絡協議会　小林 氏

申込みは下記ボランティアセンターまで

◆運営委員 （敬称略・順不同）
●委 員 長　青　木　輝　美
●副委員長　小　谷　富美枝
●委 　 員　立　石　和　子・三田村　壽　恵
　 　 　 　　山　本　陽　子・笛　吹　小夜子
　　　　　　村　田　　　満・山　口　多津男
　 　 　 　　岸　　　良　子・奥　村　恵　子
　 　 　 　　北　畑　一　浩

　一人ひとりを尊重し、身近な地域（まち）での支え合いの機運と住民参加によって
「つながり」のある共生社会の実現をめざし、県民ならびに福祉関係者が地域福祉の
新たな「いっぽ」を踏みだす機会とします。

第５９回 福井県社会福祉大会の開催


